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二之江小学校 生活科評価規準 
単元名 がっこう だいすき 

教科書の 

ページ 
p.1～26 

配当時数 20時間 活動時期 4～6月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(1) 

従たる内容:(4)(8)(9) 

 

単元の目標 

学校探検や通学路探検を通して，学校の施設の様子や学校生活を支えて

いる人々や友達，通学路の様子やその安全を守っている人々と自分との

関わりを見付け，学校生活を支えている人々や友達のことが分かるとと

もに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，楽しく安心して遊びや生活

をしたり，安全に登下校をしたりすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

学校探検や通学路探検を通して，学校での生活はさまざまな人や施設と

関わっていることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付

けている。 

思考・判断・表現 

学校探検や通学路探検を通して，学校の施設の様子や学校生活を支えて

いる人々や友達，通学路の様子やその安全を守っている人々と，自分と

の関わりを見付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

学校探検や通学路探検を通して，楽しく安心して遊びや生活をしたり，

安全な登下校をしたりしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

がっこうの ことが しりたいな 

・みんなで教室や学校を見て回り，

教室や学校の施設が自分の生活

にどう関わっているのかを考え，

安心して遊びや生活をすること

ができるようにする。 

p.4～7 

5 ①～⑤：下記の学習活動を，合科・

関連的な指導や，弾力的な時間割

の設定を行うなどの工夫をして実

施する。 

・友達と自己紹介をし合う。 

・教室の施設の役割や使い方を，

教師や友達と話す。 

・みんなで学校の中を見て回り，

教室や学校の施設の役割を，教

師や友達と話す。 

［知技］発言・行動観察 

［思判表］発言・行動観

察 

［態度］発言・行動観察 

みんなと なかよく なりたいな 

・友達や学校生活を支える人々と

関わり，安心して遊びや生活をす

ることができるようにする。 

p.8～9 

3 ①～③：下記の学習活動を，合科・

関連的な指導や，弾力的な時間割

の設定を行うなどの工夫をして実

施する。 

・友達と一緒に遊ぶ。 

・みんなで遊んだことを，友達と

話す。 

［知技］発言・行動観察 

［思判表］発言・行動観

察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

ともだちと がっこうを たんけんしよう 

・自分が興味をもった場所へ探検

に行き，そこにあるものや，その

役割について考え，学校の施設の

位置や働きなどに気付くことが

できるようにする。 

p.16～17 

3 ①～②自分が興味をもった場所に

探検に行き，教室で見付けたこ

とを教師や友達と話す。 

③場所や時間を変えてもう一度探

検に行き，見付けたことを教師

や友達と話す。 

［知技］発言・行動観察 

［知技］発言・行動観察 

がっこうに いる ひとと なかよく なろう 
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・学校にいる人と直接関わる中で，

自分たちの学校生活を支えてい

る人々との関わりを見付け，その

働きや役割などに気付き，学校の

人や施設と関わろうとすること

ができるようにする。 

p.18～19 

4 ①～②学校にいる人に，仕事のこ

とや学校のことなど，自分が知

りたいことを聞きに行く。 

③聞いてきたことを友達と話し，

次の探検に行く場所や人につい

て話し合う。 

④もう一度自分の知りたいことや

気になることを学校の人に聞き

に行く。教室に戻って，聞いて

きたことや気付いたことを教師

や友達に話す。 

［知技］発言・行動観察 

［思判表］発言・行動観

察 

［態度］発言・行動観察 

がっこうで みつけた ことを つたえよう 

・学校探検で見付けたものや気付

いたことを友達と伝え合う活動

を通して，学校での生活はさまざ

まな人や施設と関わっているこ

とが分かり，楽しく安心して生活

を送ることができるようにする。 

p.20～21 

3 ①学校探検で心に残ったものや人

を絵や文字など，自分なりの方

法で表す。 

②～③絵や文字などで表現したも

のを見せながら，学校探検で見

付けたことを伝え合う。学校の

施設やそこにいる人について，

みんなで話す。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

みんなで つうがくろを あるこう 

・みんなで通学路を歩き，自分たち

の通学路の施設や安全を守って

いる人々と自分との関わりを見

付け，ルールやマナーを守って安

全に登下校することができるよ

うにする。 

p.22～23 

2 ①～②みんなで通学路の一部を歩

き，地域の人々や安全を守って

いる人々と触れ合い，安全な歩

き方を知る。教室に戻り，安全

な登下校をするためのルールや

マナーについて，教師や友達と

話す。 

［知技］発言・行動観察 

［思判表］発言・行動観

察 

［態度］発言・行動観察 
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単元名 きれいに さいてね 
教科書の 

ページ 
p.27～39 

配当時数 8時間 活動時期 6月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(7) 

従たる内容:(8)(9) 

 

単元の目標 

植物を継続的に栽培する活動を通して，それらの育つ場所，変化や成長

の様子に関心をもって働きかけ，それらは生命をもっていることや成長

していることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，

植物に親しみをもち，大切にしようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

植物を継続的に栽培する活動を通して，植物は生命をもっていることや

成長していることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付

けている。 

思考・判断・表現 
植物を継続的に栽培する活動を通して，植物の育つ場所，変化や成長の

様子に関心をもって働きかけている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

植物を継続的に栽培する活動を通して，生き物への親しみをもち，大切

にしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

たねを まこう 

・育てる植物を決めたり，たねをま

いたりして，たねの色や形，大き

さなどの特徴に気付き，成長への

願いをもち，植物に心を寄せ，大

切に育てていこうとすることが

できるようにする。 

p.28～29 

2 ①～②幼児期の経験を話し合っ

て，育てる植物を選び，たねや

鉢，土などの準備をしてたねを

まき，その喜びや成長への願い

を絵や文で表現する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

せわを しよう 

・植物の育つ場所，変化や成長の様

子に関心をもって働きかけ，それ

らが成長していることに気付く

とともに，適切に世話を続けるこ

とができるようにする。 

p.30～31 

1 常時活動休み時間などを使って，

成長の様子を観察したり，鉢の

置き場所や水やりの仕方などを

友達と相談したり，記録したり

しながら世話を続ける。 

①植物が倒れそうになったり，つ

るが絡まったりするなどの問題

が起きたら，みんなで解決策を

話し合い，実行する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

はなの ようすを つたえよう 

・開花の喜びを絵や文で表現した

り，花で遊んだりなど植物の成長

の様子に関心をもって働きかけ，

植物への親しみをもつことがで

きるようにする。 

p.32～33 

2 常時活動朝の時間や休み時間など

を使って，植物の世話を続けな

がら，成長の様子を観察する。 

①つぼみや花の様子を観察し，開

花の喜びを絵や文で表現する。 

②開花した花を残すため，押し花

や叩き染めなどをする。 

 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

たねを とろう 

・自分が世話をしてきた植物のた 3 常時活動休み時間などを使って ［知技］作品・発言・行
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ねを集めたり，今までの活動をま

とめたりして，植物が生命をもっ

ていることや，自分が大切に育て

ることができるようになったこ

とに気付くことができるように

する。 

p.36～37 

植物の様子を観察し，たねを集

める。 

①集めたたねを観察したり，数を

数えたりする。 

②～③これまでにかいた記録カー

ドを活用して，まとめの作品を

つくり，友達と見せ合いながら

これまでの栽培活動を振り返

る。 

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

あきにも そだてよう 

・秋から育てられる植物があるこ

とを知り，これまでの経験を生か

して，新たな栽培活動に取り組む

ことができるようにする。 

p.38 

外 ・育てたい植物を選び，たねをま

いたり，苗や球根を植えたりす

る。 

・開花を楽しみにし，成長の様子

を観察しながら，親しみをもっ

て世話を続ける。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 なつが やって きた 
教科書の 

ページ 
p.40～56 

配当時数 8時間 活動時期 6～7月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(4)(5)(6) 

従たる内容:(3)(8) 

 

単元の目標 

夏の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付け，身

近な自然の様子や自然を使った遊びの面白さに気付いたりするととも

に，生活上必要な習慣や技能を身に付け，身近な自然を取り入れて自分

たちの生活を楽しくしようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 
夏の自然と関わる活動を通して，身近な自然の様子や自然を使った遊び

の面白さに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
夏の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付けてい

る。 

主体的に学習に

取り組む態度 

夏の自然と関わる活動を通して，身近な自然を取り入れて自分の生活を

楽しくしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

こうていで くさばなや むしを さがそう 

・草花や樹木，虫などの動植物の様

子に直接働きかけ，身近な動植物

の特徴を見付け，草花や樹木を使

って工夫して遊び，自然の様子に

気付くことができるようにする。 

p.42～43 

2 ①校庭で，夏の草花や樹木，虫な

どの動植物の様子を観察したり

する。 

②草花や樹木を利用して遊びを工

夫したり，遊びに使うものを工

夫してつくったりする。活動を

振り返り，気付いたことをカー

ドにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

みんなの こうえんで あそぼう 

・ルールやマナーを守って，公園の

遊具や自然物を使って遊び，公園

にはみんなで使うものがあるこ

とや，利用方法やきまりが存在し

ていることが分かり，大切に利用

することができるようにする。 

p.44～45 

3 ①～②安全に気を付けて，身近な

公園まで歩いていき，公園で遊

ぶ際のルールやマナーを確認し

ながら，遊具や自然物を使って

みんなで楽しく遊ぶ。 

③学校に戻ったらすぐに，公園で

気付いたことを話し合い，記録

カードにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

みずで あそぼう 

・水を利用して，何度も繰り返し遊

びながら，遊びに使う物を工夫し

てつくり，遊びの面白さや自然の

不思議さに気付き，みんなと遊び

を創り出すことができるように

する。 

p.46～47 

2 ①身の回りにあるものを使って，

水を利用した遊びを楽しむ。 

②道具を工夫しながら水を利用し

た遊びを楽しむ。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

あめあがりの こうていを たんけんしよう 

・雨あがりの校庭の自然に直接働

きかけ，晴れの日との違いや雨の

日の特徴を見付け，気付いたこと

を生かして自分の生活を楽しく

することができるようにする。 

外 ・雨あがりの校庭の様子や自然の

様子を観察したり，自分で考え

た雨の日の遊びを楽しんだりす

る。 

［知技］作品・発言・行

動観察 
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p.48～49 

たのしかった ことを つたえよう  

・夏の自然と自分との関わりを振

り返り，友達と交流することを通

して，夏の自然と関わる楽しさに

気付き，それらを取り入れ自分た

ちの生活を楽しくしようとする

ことができるようにする。 

p.52 

1 ①夏の自然を観察したり，遊んだ

りしたことなどを振り返り，友

達と交流する。 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 いきものと なかよし 
教科書の 

ページ 
p.57～65 

配当時数 6時間 活動時期 9月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(7) 

従たる内容:(8) 

 

単元の目標 

身近な動物を探したり飼ったりする活動を通して，それらの育つ場所や，

変化の様子に関心をもって働きかけ，それらは生命をもっていることに

気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，動物への親しみ

をもち，適切な世話をし，大切にすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

身近な動物を探したり飼ったりする活動を通して，身近な動物は生命を

もっていることや成長していることに気付くとともに，生活上必要な習

慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
身近な動物を探したり飼ったりする活動を通して，身近な動物の育つ場

所，変化や成長の様子に関心をもって働きかけている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

身近な動物を探したり飼ったりする活動を通して，生き物への親しみを

もち，大切にしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

むしを さがそう 

・校庭の草むらなどで虫を探し，そ

れらの生息している場所を見付

け，虫の特徴や育つ場所に気付

き，捕まえた虫を教室で飼育しよ

うとすることができるようにす

る。 

p.58～59 

3 ①校庭などに出かけ，虫を探した

り，観察したりする。教室で，

虫を見付けた場所や捕まえ方を

話し合い，虫を捕まえる計画を

立てる。 

②準備をして，虫を捕まえに行く。 

③捕まえた虫を友達と見せ合い，

捕まえた場所や捕まえ方を話し

合い，記録カードにかく。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

むしと なかよく なろう 

・捕まえた虫を観察したり，餌やす

みかを用意したりするなど，虫の

育つ場所や変化の様子に関心を

もって働きかけ，それらは生命を

もっていることに気付き，親しみ

をもって大切に飼うことができ

るようにする。 

p.60～61 

3 ①より適切な虫の飼い方を調べ，

飼育環境を整える。 

常時活動休み時間などを使って，

餌を用意したり，すみかを整え

たりして，虫の世話をする。 

②気付いたことを記録カードにか

き，友達と伝え合う。 

③虫をこれからどうするのか話し

合い，元いた場所（捕まえた場

所）に帰す。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

 

みんなで どうぶつを かおう 

・友達と一緒に，動物の立場に立っ

て世話の仕方を決め，継続的に世

話をし，それらが生命をもってい

ることや成長していることに気

付き，親しみをもち，大切にする

ことができるようにする。 

p.64～65 

外 ・動物の飼育環境を整えて継続的

に飼育し，観察する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 たのしい あき いっぱい 
教科書の 

ページ 
p.66～82 

配当時数 21時間 活動時期 9～11月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(5)(6) 

従たる内容:(3)(4)(8) 

 

単元の目標 

秋の自然と関わる活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくっ

たり，身近な自然の違いや特徴を見付けたりすることができ，自然の様

子や四季の変化に気付いたり，遊びの面白さや自然の不思議さに気付い

たりするとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，身近な自然を

取り入れ自分たちの生活を楽しくしようとすることができるようにす

る。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

秋の自然と関わる活動を通して，自然の様子や四季の変化，季節によっ

て生活の様子が変わること，遊びや遊びに使う物を工夫してつくること

の面白さ，自然の不思議さに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能

を身に付けている。 

思考・判断・表現 

秋の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付けたり，

身近な自然を使って，遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりしてい

る。 

主体的に学習に

取り組む態度 

秋の自然と関わる活動を通して，身近な自然を取り入れ，みんなと楽し

みながら遊びを創り出し，自分の生活を楽しくしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

こうていで あきを さがそう 

・草花や樹木，虫などの動植物に直

接働きかけ，夏の様子と比べなが

ら違いや特徴を見付け，自然の様

子や四季の変化に気付くことが

できるようにする。 

p.68～69 

3 ①～②校庭で，初秋の草花や樹木，

虫などの動植物の様子を観察し

たり，木の実などを使って，そ

の場で，友達と簡単な遊びを楽

しんだりする。 

③夏の頃の様子と比べて，変わっ

ているところを話し合い，記録

カードにかく。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

こうえんで あきを さがそう 

・秋の公園に出かけ，動植物を観察

したり，自然を利用して遊んだり

し，夏の頃と比べながら違いや特

徴を見付け，身近な動植物の様子

が夏から秋になって変化してい

ることに気付くことができるよ

うにする。 

p.70～71 

3 ①～②身近な公園に出かけ，公園

で遊んだり，秋の草花や樹木，

虫などの動植物の様子を観察し

たりする。 

③夏の頃の様子と比べて，変わっ

ているところを話し合い，記録

カードにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

はっぱや みで あそぼう 

・秋の自然に直接働きかけて遊び，

秋の自然物を比較したり分類し

たりして，身近な秋の自然の違い

や特徴を見付け，季節によって生

活の様子が変わることに気付く

ことができるようにする。 

p.72～73 

3 ①～②秋の自然の中で遊んだり，

葉や木の実などの自然物を使っ

た遊びを工夫したり，簡単なお

もちゃをつくったりして，友達

と楽しく遊ぶ。 

③秋の自然を利用して遊ぶ楽しさ

や友達と遊ぶ楽しさなどについ

て振り返り，気付いたことを友

［思判表］作品・発言・

行動観察 
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達と話し合い，記録カードにか

く。 

あきの ことを つたえよう 

・秋の自然と自分との関わりを振

り返り，夏の様子と比較して違い

や特徴を見付け，身近な自然の四

季の変化や，季節によって生活の

様子が変わることに気付き，自分

の生活を楽しくしようとするこ

とができるようにする。 

p.74 

1 ①秋の自然を観察したり，遊んだ
りしたことなどを振り返り，友
達と交流する。 

 

［知技］作品・発言・行

動観察 

あきの おもちゃを つくろう 

・校庭や公園で集めた葉や木の実

などを使って，遊びに使う物を工

夫してつくり，遊びの面白さや，

自然の不思議さに気付くことが

できるようにする。 

p.76～77 

7 ①校庭や公園で集めた葉や木の
実，身の回りから集めた材料だ
けを使って遊ぶ。 

②～③おもちゃや楽器を工夫して
つくりながら遊ぶ。 

④～⑤自分がつくったおもちゃや
楽器を改良したり，つくるおも
ちゃを変えたりしながら遊ぶ。 

⑥～⑦つくったおもちゃで友達と
一緒に遊びながら，もっと楽し
く遊べるように，つくり方や遊
び方を工夫し，みんなで遊びを
楽しむ。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

いっしょに あそぼう 

・自分がつくった遊びで園児と楽

しく遊ぶ中で，遊びや遊びに使う

物をさらに工夫してつくり，友達

や園児と一緒にルールをつくっ

て遊ぶことの面白さに気付き，み

んなと楽しみながら遊びを創り

出そうとすることができるよう

にする。 

p.78～79 

4 ①～②園児と楽しく遊べるよう
に，おもちゃの作り方や遊び方
を工夫する。 

③園児と一緒におもちゃで楽しく
遊ぶ． 

④おもちゃで楽しく遊び，気付い
たことを話し合い記録カードに
かく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 じぶんで できるよ 
教科書の 

ページ 
p.83～91 

配当時数 12時間 活動時期 11～12月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(2) 

従たる内容:(8)(9) 

 

単元の目標 

家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，自分の家庭

生活を振り返り，家庭生活を支えている家の人のことや，家の人のよさ，

自分でできることなどについて考え，家庭での生活は互いに支え合って

いることが分かり，生活上必要な習慣や技能を身に付け，自分の役割を

積極的に果たすとともに，規則正しく健康に気を付けて生活しようとす

ることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，家庭での生

活は互いに支え合っていることに気付くとともに，生活上必要な習慣や

技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，家庭におけ

る家族のことや自分でできることなどを見付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，自分の役割

を積極的に果たしたり，規則正しく健康に気を付けて生活したりしよう

としている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

じぶんの いちにちを みつめよう 

・自分の家庭生活を見つめ直し，規

則正しく健康に気を付けて生活

することができるようにする。 

p.84～85 

3 ①家庭での，自分の１日の生活を

振り返る。自分の１日の生活を

調べる。 

②調べてきたことを基に，自分の

１日の生活をワークシートにか

く。 

③友達と，ワークシートを基にし

て，見付けたことや気付いたこ

とを話し合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

じぶんで できる ことを しよう 

・家の人がしていることや，家の人

にしてもらっていることを見つ

め直し，家庭生活における自分の

役割や，自分でできることを見付

け，家庭での自分の役割を積極的

に果たそうとすることができる

ようにする。 

p.86～87 

6 ①家の人がしていることや，家の

人にしてもらっていることを振

り返る。 

家庭家の人がしていることや，家

の人にしてもらっていることを

調べる。 

②調べてきたことを伝え合う。 

③家庭で自分ができることを考

え，実施する計画を立てる。 

家庭自分でできることに取り組

む。 

④～⑤自分が取り組んだことを発

表し合い，さらにできることを

考え，記録カードにかく。 

家庭自分が考えたことに取り組

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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む。 

⑥家庭で取り組んだことを振り返

り，よかったことや気付いたこ

とを記録カードにまとめ，グル

ープで伝え合う。 

これからも つづけよう 

・自分の家庭での役割を継続的に

果たしたり，増やしたりするとと

もに，家庭での生活は互いに支え

合っていることが分かり，自分の

役割を積極的に果たしたり，規則

正しく健康に気を付けて生活し

たりしようとすることができる

ようにする。 

p.88 

3 ①自分がさらに続けていきたいこ

と，挑戦したいことを考え，記

録カードにかく。 

家庭家庭や学校で，自分が続けた

いこと，挑戦したいことに取り

組む（１週間程度）。 

②自分が続けていることを，グル

ープの友達と伝え合う。 

③（期間をおいて）自分が家庭や

学校で続けていることや，続け

てよかったことなどを発表し合

う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

むかしから つたわる あそびを たのしもう 

・地域の人に昔から伝わる遊びを

教わったり，一緒に遊んだりする

中で，地域の人と関わったり触れ

合ったりすることのよさに気付

き，進んで触れ合い，交流しよう

とすることができるようにする。 

p.90～91 

外 ・地域の人を招待したり，訪ねた

りして，昔から伝わる遊びを教

わり，一緒に遊ぶ。 

・楽しかったことや気付いたこと

を振り返り，遊びを教えてくれ

た人にお礼の気持ちを伝える。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

 

  



12 

 

単元名 ふゆを たのしもう 
教科書の 

ページ 
p.92～104 

配当時数 9時間 活動時期 1月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(4)(5)(6) 

従たる内容:(3)(8) 

 

単元の目標 

冬の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付け，遊

びの面白さや自然の不思議さ，身近な自然の様子，季節によって生活の

様子が変わることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付

け，身近な自然を取り入れ自分たちの生活を楽しくしようとすることが

できるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

冬の自然と関わる活動を通して，自然の様子や四季の変化，季節によっ

て生活の様子が変わることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能

を身に付けている。 

思考・判断・表現 
冬の自然と関わる活動を通して，身近な自然の違いや特徴を見付けたり，

公共物や公共施設のよさを感じたり働きを捉えたりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

冬の自然と関わる活動を通して，身近な自然を取り入れたり，公園など

身の回りの公共施設を大切に利用したりして，自分の生活を楽しくしよ

うとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

こうていで ふゆを さがそう 

・冬の自然に直接働きかけ，夏や秋

の様子と比べながら違いや特徴

を見付け，自然の様子が，冬にな

って変化していることに気付く

ことができるようにする。 

p.94～95 

2 ①～②校庭で，冬の草花や樹木，

虫などの動植物の様子を観察し

たりして，気付いたことをカー

ドにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

ふゆの こうえんに いこう 

・公園を支えている人々と直接触

れ合い，支えている人々のよさを

感じたり働きを捉えたりして，公

園には，自分たちが気持ちよく使

えるように支えてくれている

人々がいることなどが分かり，大

切に利用することができるよう

にする。 

p.96～97 

3 ①～②冬の公園へ行き，公園で遊

んだり，公園に来ている人と関

わったり，公園を管理している

人にインタビューしたりする。 

③夏や秋に遊んだ時のことを思い

出し，自然や生活の様子の変化，

公園を利用している人のこと，

掃除や管理をしている人のこと

などを話し合い，気付いたこと

を記録カードにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

そとで あそぼう 

・風車や凧など風を利用した遊び

や遊びに使う物を工夫してつく

り，友達と楽しく遊ぶ面白さや，

風によって起こる自然の不思議

さに気付き，みんなと楽しみなが

ら遊びを創り出そうとすること

ができるようにする。 

p.98～99 

3 ①風を利用して友達と一緒に簡単

な遊びをして楽しく遊ぶ。 

②風を利用した遊びに使う物をつ

くり，風を利用して友達と一緒

に楽しく遊ぶ。 

③実際に遊んで気付いたことや友

達の工夫を参考にして自分の遊

びに使う物をさらに工夫すると

ともに，気付いたことを記録カ

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 
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ードにかく。 

ゆきや こおりで あそぼう 

・雪や氷を利用して，繰り返し試し

ながら遊びをつくり，雪や氷の起

こす自然の不思議さや遊びの面

白さに気付き，友達と力を合わせ

て遊びを創り出そうとすること

ができるようにする。 

p.102～103 

外 ・体全体を使って雪や氷に触れた

り，雪や氷を使った遊びを工夫

したりして，友達と楽しく遊ぶ。 

・友達と，自分のお薦めの遊びを

教え合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

ふゆの ことを つたえよう 

・冬の自然と自分との関わりを振

り返り，夏や秋の様子と比較し

て，身近な自然の様子や特徴を見

付け，四季の変化や，季節によっ

て生活の様子が変わることなど

に気付き，季節の変化を取り入れ

自分の生活を楽しくしようとす

ることができるようにする。 

p.104 

1 ①冬の自然を観察したり，遊んだ

りしたことなどを振り返り，友

達と交流する。 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 もう すぐ 2ねんせい 
教科書の 

ページ 
p.105～114 

配当時数 18時間 活動時期 2～3月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(8)(9) 

従たる内容:(1) 

 

単元の目標 

入学してからの１年間を振り返ったり，年長児と関わりを深めたりする

活動を通して，１年前の自分と今の自分を比べて，自分自身の成長や，

役割が増えたことに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付

け，支えてくれた人への感謝の気持ちと，進級への期待感や意欲をもっ

て生活しようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

入学してからの１年間を振り返ったり，年長児と関わりを深めたりする

活動を通して，身近な人々と関わることのよさや楽しさや，自分が大き

くなったこと，自分でできるようになったこと，役割が増えたことなど

に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

入学してからの１年間を振り返ったり，年長児と関わりを深めたりする

活動を通して，相手のことを想像して伝えたいことや伝え方を選んだり，

自分のことや支えてくれた人々について見付けたりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

入学してからの１年間を振り返ったり，年長児と関わりを深めたりする

活動を通して，これまでの成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをも

ち，これからの成長への願いをもって，意欲的に生活しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

あたらしい 1ねんせいを しょうたいしよう 

・来年度入学してくる新しい１年

生に，喜んでもらいたいという思

いをもち，新しい１年生の気持ち

を想像しながら関わり方を決め

て関わり，新しい１年生と関わる

ことのよさや楽しさに気付き，新

しい１年生と交流することがで

きるようにする。 

p.106～107 

7 ①入学した頃のことを想起し，新

しい１年生にどんなことを教え

たいか，何を一緒にしたいかを

話し合う。 

②～④新しい１年生を招待する準

備をする。 

⑤会場の準備や練習をする。 

⑥～⑦新しい１年生を招待して，

一緒に活動する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

しょうたいした ことを はなしあおう 

・新しい１年生と自分たちの姿を

比べて，入学してからの自分の成

長を実感し，自分の成長に気付く

ことができるようにする。 

p.108～109 

2 ①会場の後片付けとともに，新し

い 1 年生と関わって感じたこと

や気付いたことを話し合う。 

②幼稚園などから送ってもらった

手紙を読み，招待した活動を通

して，自分たちができたことや，

１年間の成長などを振り返る。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

いちねんかんを ふりかえろう 

・入学した頃の自分と今の自分と

を比べて，自分の内面的な成長に

気付くことができるようにする。 

p.110～111 

3 ①写真やビデオなどの手がかりを

基に，みんなで，１年間の出来

事を振り返る。 

②記録（学習）カードや作品を整

理してまとめ，自分の１年間の

変容を捉える。 

③４人ずつ程度のグループにな

り，自分たちが大きくなったこ

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 
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とや，できるようになったこと，

役割が増えたことなどを伝え合

う。 

ありがとう わたしたちの きょうしつ 

・新しい１年生のために，自分たち

が１年間にしてきたことを作品

にまとめることを通して，自分の

成長と周囲の人々の存在を関連

付け，自分の成長に気付き，周囲

の人への感謝の気持ちと，自分の

成長への願いをもって，意欲的に

生活しようとすることができる

ようにする。 

p.112～113 

6 ①自分たちの教室に来年度入学し

てくる新しい１年生のために，

自分たちにできることを話し合

う。 

②～⑤自分たちが１年間に行って

きたことをまとめたものや，学

校行事の紹介などの作品を掲示

したり，飾り付けをしたりして，

新しい１年生のために教室の準

備をする。 

⑥教室をきれいに掃除して，新し

い１年生を迎える準備をする。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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二之江小学校 生活科評価規準 
単元名 春だ 今日から ２年生 

教科書の 

ページ 
p.1～8 

配当時数 6時間 活動時期 4月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(3)(5)(9) 

従たる内容:(1)(6)(8) 

 

単元の目標 

春の身近な自然の観察を通して，夏，秋，冬との違いを見付け，四季の

変化や，春を迎えて生活の様子が変わったことに気付いたり，学校の周

りをみんなで歩き，地域の安全を守っている人々や施設のことが分かっ

たりするとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，地域への関心

を高めようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

春の身近な自然の観察を通して，四季の変化や春に合わせて生活の様子

が変わることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けて

いる。 

思考・判断・表現 
春の身近な自然の観察を通して，夏，秋，冬の様子と比べ，身近な自然

の違いや特徴を見付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

春の身近な自然の観察を通して，春の自然や地域の安全を守っている人

に親しみ，地域で安全に生活しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

校ていで 春を さがそう 

・諸感覚を使って，春の自然を観察

し，夏，秋，冬の様子と比べ，校

庭の自然の違いや特徴を見付け，

四季の変化に気付き，春の自然の

よさを感じて自分の生活を楽し

くしようとすることができるよ

うにする。 

p.2～3 

3 ①～②校庭などで，春の動植物を

観察したり，春を感じられるも

のを探したりして，冬から春に

なって変わっていることを探

す。 

③気付いたことや感じたことを記

録カードにかいたり，友達と伝

え合ったりして，四季の変化を

共有する。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

春の まちを 歩こう 

・学校の周りをみんなで歩き，季節

によって，自分たちの地域の生活

の様子が変わることに気付くと

ともに，安全への意識を高め，地

域の安全を守っている人に親し

んで地域で安全に生活しようと

することができるようにする。 

p.4～5 

3 ①みんなで学校の周りの地域を歩

く計画を立てる。 

②学校の周りの地域に出かけ，安

全な登下校の仕方を確認した

り，地域の人々と関わったりす

る。 

③地域の絵地図を見ながら，自分

の通学路や家の周りのことを友

達と伝え合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 ぐんぐん そだて わたしの 野さい 
教科書の 

ページ 
p.9～22 

配当時数 10時間 活動時期 4～5月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(7) 

従たる内容:(8)(9) 

 

単元の目標 

植物を継続的に栽培する活動を通して，これまでの経験を基に予測しな

がら，それらの変化や成長の様子に関心をもって働きかけ，植物が生命

をもっていることや成長していることに気付くとともに，生活上必要な

習慣や技能を身に付け，生き物に親しみをもち，大切にしようとするこ

とができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

植物を継続的に栽培する活動を通して，植物が生命をもっていることや

成長していることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付

けている。 

思考・判断・表現 
植物を継続的に栽培する活動を通して，植物の変化や成長の様子に関心

をもって働きかけている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

植物を継続的に栽培する活動を通して，生き物に親しみをもち，大切に

しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

野さいを そだてよう 

・植物を育てることに関心をもち，

これまでの経験や自分の思いや

願いを基に，自分で育てる植物を

決め，適切に苗を植えたり，たね

をまいたりすることができるよ

うにする。 

p.10～11 

2 ①春から栽培するのに適している

植物についてみんなで話し合っ

たり，育て方を調べたりなどし

て，自分で栽培する植物を決め

る。 

②自分が育てる植物の苗を植えた

り，たねをまいたりして，気付

いたことを記録カードにかく。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

野さいの せわを しよう 

・１年生での経験から予測して植

物の世話の仕方を決め，植物の状

態を観察して植物が生命をもち

成長していることに気付き，友達

や周囲の人と関わりながら，植物

を育てようとすることができる

ようにする。 

p.12～13 

3 ①植物の様子について話し合い，

今はどんな世話が必要かを話し

合う。 

常時活動休み時間などを使って，

水やりや草取り，施肥など，継

続的に世話をしたり，記録した

りする。 

②～③必要に応じて支柱を立て

る，脇芽を摘むなどの世話をし

てその都度記録カードなどにま

とめる。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

野さいの ようすを つたえ合おう 

・植物の成長の様子，世話の仕方な

どを紹介し合う中で，友達の育て

ている植物と，自分の育てている

植物の世話の仕方を関連付けて

予測し，世話の仕方を決めるとと

もに，いろいろな植物に，同じよ

うな特徴や性質，変化があること

に気付くことができるようにす

2 ①～②途中経過報告会を開き，自

分の育てている植物の成長の様

子や世話の仕方を話し合う。 

常時活動友達の世話の仕方の中

から自分の植物に使えそうなも

のを選び，実行する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 
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る。 

p.14～15 

野さいを しゅうかくしよう 

・植物の状態を観察して収穫した

り，今までの活動をまとめたりし

て，植物の成長は，自分の世話と

関わっていることに気付き，植物

の栽培を楽しみ，生き物を大切に

することができるようにする。 

p.18～19 

3 常時活動休み時間などを使って，

植物の状態を観察し，熟した植

物を収穫する。 

①収穫して気付いたことを記録カ

ードにかき，友達と伝えあう。 

家庭収穫した植物を，それぞれの

家庭で報告したり，一緒に食べ

たりする。 

②～③これまでにかいた記録カー

ドを振り返りながら，これまで

の栽培のことをまとめ，友達と

発表しあう。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

サツマイモを しゅうかくしよう 

・みんなで育てたサツマイモの収

穫を喜ぶとともに，これまでの経

験や自分の思いや願いを基に，サ

ツマイモの利用方法を決め，植物

を栽培することのよさを実感し，

植物を栽培しようとすることが

できるようにする。 

p.68～69 

外 ・サツマイモを収穫する。 

・サツマイモのつるなどを利用し

てできる遊びを考え，みんなで

楽しく遊ぶ。 

・収穫したサツマイモの世話を振

り返り，作品にまとめる。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

 

  



19 

 

単元名 どきどき わくわく まちたんけん 
教科書の 

ページ 
p.23～32 

配当時数 10時間 活動時期 5～6月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(3) 

従たる内容:(8) 

 

単元の目標 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して，地域

の場所と自分の関わりを考え，地域にはさまざまな場所がありさまざま

な人がいることに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，

地域の人々と適切に接したり，安全に気を付けて生活したりしようとす

ることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して，自分

の身近な地域には，さまざまな場所があり，さまざまな人がいることに

気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して，身近

な地域の場所と自分との関わりについて考えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して，地域

の人々と適切に接したり，安全に気を付けて生活したりしようとしてい

る。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

まちの ことを 話そう 

・自分のお気に入りの場所や興味

のある場所，知っている場所，不

思議に思っている場所などを紹

介し合い，身近な地域の人や場所

と関わろうとすることができる

ようにする。 

p.24～25 

1 ①自分の生活している身近な地域

の中で，自分がお気に入りの場

所や興味のある場所，不思議に

思っている場所などを話し合

う。 

［態度］作品・発言・行

動観察 

たんけんの 計画を 立てよう 

・友達と探検に行きたい場所を話

し合い，計画を立てたり，見直し

たりしながら，地域の人や場所と

関わろうとすることができるよ

うにする。 

p.26～27 

3 ①探検に行きたい場所を話し合

い，グループに分かれる。 

②グループごとに，探検する順番

や通る道，役割，持ち物，探検

のルールやマナーなど，探検の

計画を話し合い，計画表にかく。 

③探検の計画と，探検のルールや

マナーを確認し，探検に出かけ

る準備をする。 

［態度］作品・発言・行

動観察 

まちを たんけんしよう 

・グループごとに探検に出かけ，地

域の人や場所と直接触れ合い，自

分の生活との関わりを見付ける

ことができるようにする。 

p.28～29 

3 ①～③グループごとに，計画に沿

って探検に行き，地域の場所や

もの，人と関わる。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

見つけた ことを つたえ合おう 

・探検で見付けた場所やもの，関わ

った人のことを，絵地図に貼るな

どして友達と伝え合い，地域に

は，自分たちの生活と関わってい

3 ①探検で見付けたことを，グルー

プごとに振り返り，気付いたこ

とを記録カードにかく。 

②見付けたことの中で，いちばん

［知技］作品・発言・行

動観察 
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る場所がたくさんあることに気

付き，地域の人や場所に親しみを

もち，積極的に関わろうとするこ

とができるようにする。 

p.30～31 

伝えたいことを付箋紙にかき，

絵地図に貼る。 

③絵地図を見ながら，自分たちが

調べてきたことや，新しく見付

けたことなどを発表する。 
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単元名 生きもの なかよし 大作せん 
教科書の 

ページ 
p.33～46 

配当時数 10時間 活動時期 6～7月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(5)(7) 

従たる内容:(3)(8) 

 

単元の目標 

動物を探して捕まえたり，飼育したりする活動を通して，それらの育つ

場所，変化や成長の様子に関心をもって働きかけ，それらが成長してい

ることや，自分たちと同じように生命をもっていることなどに気付くと

ともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，動物への親しみをもって，

生き物を大切にしようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

動物を探して捕まえたり，飼育したりする活動を通して，動物が成長し

ていることや，自分たちと同じように生命をもっていることに気付くと

ともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
動物を探して捕まえたり，飼育したりする活動を通して，動物の育つ場

所，変化や成長の様子に関心をもって働きかけている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

動物を探して捕まえたり，飼育したりする活動を通して，動物への親し

みをもって，生き物を大切にしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

生きものの ことを 話そう 

・身の回りで，生き物を見付けたこ

とがある場所や，生き物がいそう

な場所について話し合い，身近な

動物と関わろうとすることがで

きる。 

p.34～35 

1 ①ふだんの生活の中で見付けた動

物の種類や，それらの生息して

いる場所について話し合う。 

［態度］作品・発言・行

動観察 

生きものを さがそう 

・動物の育つ場所に関心をもち，動

物を捕まえる計画を立て，安全に

気を付けて，みんなで動物を探し

に行ったり，捕まえた動物の世話

の仕方を決めたりすることがで

きるようにする 

p.36～37 

3 ①本で調べたり，詳しい人に聞い

たり，自分たちが知っている方

法を話し合ったりして，動物を

採集しに行く計画を立てる。 

②計画した場所に出かけ，安全に

気を付けながら，友達と協力し

て動物を捕まえる。 

③動物のために餌やすみかを整え

てから，捕まえたときのことや，

捕まえた場所のことなどを振り

返り，気付いたことを記録カー

ドにかく。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

 

生きものを そだてよう 

・捕まえた動物を飼育し続けたい

という思いをもち，動物の育つ場

所，変化や成長の様子を予測して

見通しを立て，動物の世話の仕方

を決め，動物が生命をもっている

ことや成長していることに気付

き，生き物を大切にすることがで

きるようにする。 

p.38～39 

3 ①飼い続けるために必要な餌やす

みかについて話し合ったり，調

べたりする。 

②～③動物を捕まえた場所のこと

を想起してすみかをつくるな

ど，動物に応じた世話をする。 

常時活動休み時間などを使って，

世話をしたり，様子を観察した

りしながら，継続的に飼育する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 



22 

 

生きものの ことを つたえ合おう 

・自分たちが飼育してきた動物の

ことを振り返り，作品にまとめる

中で，動物のことを考えて継続的

に世話をできるようになった自

分自身に気付き，動物への親しみ

をもって生き物を大切にしよう

とすることができるようにする。 

p.42 

3 ①～②これまでの飼育のことを振

り返り，伝えたいことを，グル

ープで話し合って決め，作品を

つくる。 

③友達と，作品や実際に飼ってい

る動物を用いて，見付けたこと

やこれまで世話をしてきたこと

を伝え合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 うごく うごく わたしの おもちゃ 
教科書の 

ページ 
p.47～58 

配当時数 12時間 活動時期 9～10月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(6) 

従たる内容:(8) 

 

単元の目標 

身近にあるものを使って，動くおもちゃをつくる活動を通して，よりよ

く動くように改良したり，もっと楽しくなるように遊び方やルールを変

えたりなど工夫してつくることができ，遊びの面白さや不思議さに気付

き，生活上必要な習慣や技能を身に付け，みんなで楽しみながら遊びを

創り出そうとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

身近にあるものを使って，動くおもちゃをつくる活動を通して，遊びや

おもちゃをつくる面白さや，自然の不思議さに気付くとともに，生活上

必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

身近にあるものを使って，動くおもちゃをつくる活動を通して，おもち

ゃがよりよく動くように改良したり，もっと楽しくなるように遊び方を

変えたりなど，工夫しておもちゃや遊びをつくっている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

身近にあるものを使って，動くおもちゃをつくる活動を通して，みんな

で楽しみながら遊びを創り出そうとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

つくりたい おもちゃを きめよう 

・動くおもちゃで遊ぶことやつく

ることに関心をもち，身近にある

物を使っておもちゃをつくるこ

とができるようにする。 

p.48～49 

1 ①見本のおもちゃで遊び，つくる

おもちゃを決める。 

［態度］作品・発言・行

動観察 

うごく おもちゃを つくろう 

・動きを予想したり実際に試した

りしながら材料を選び，おもちゃ

を工夫してつくり，遊びの面白さ

や自然の不思議さに気付くこと

ができるようにする。 

p.50～51 

3 ①～③見本のおもちゃや教科書，

図鑑などを参考にして，おもち

ゃに必要な材料や道具を考えて

用意し，試行錯誤しながら，自

分のおもちゃをつくり，動かし

て遊ぶ。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

もっと よく うごく おもちゃに しよう 

・友達のおもちゃと比べたり，何度

も試行錯誤したりしながら，おも

ちゃを改良し，自然の不思議さに

気付き，みんなで楽しみながら遊

びを創り出そうとすることがで

きるようにする。 

p.52～53 

3 ①自分がつくったおもちゃで遊ん

だり，友達と競争したりする。 

②～③友達と比べたり，工夫した

ところを教え合ったりして，試

行錯誤しながら，さらに自分た

ちのおもちゃの機能が高まるよ

うに改良する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

あそび方を くふうしよう 

・自分たちがつくったおもちゃを

使って遊び，友達と相談しながら

ルールを変え，実際に試してみな

がら遊びを見直し，ルールや遊び

を工夫して，友達と一緒に遊びを

創り出す面白さに気付き，遊びを

創り出そうとすることができる

5 ①みんなで楽しく遊ぶためのルー

ルや遊び方，準備することなど

について話し合う。 

②みんなで遊ぶために，おもちゃ

や会場の準備をしたり，遊び方

の紹介パンフレットなどをつく

ったりする。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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ようにする。 

p.54～55 

③～④遊びながら，おもちゃを改

良したり，さらに楽しくするた

めのルールを考えたりする。 

⑤みんなで遊んだり，友達に教え

てもらったりしたことを振り返

り，記録カードなどにかく。 
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単元名 みんなで つかう まちの しせつ 
教科書の 

ページ 
p.59～70 

配当時数 6時間 活動時期 10月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(4) 

従たる内容:(3)(8) 

 

単元の目標 

公共物や公共施設の利用を通して，それらのよさを感じたり働きを捉え

たりすることができ，身の回りにはみんなで使うものがあることやそれ

らを支えている人々がいることなどが分かるとともに，生活上必要な習

慣や技能を身に付け，それらを大切にし，正しく完全に利用しようとす

ることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

公共物や公共施設の利用を通して，身の回りにはみんなで使うものがあ

ることや，それらを支えている人々がいることに気付くとともに，生活

上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
公共物や公共施設の利用を通して，公共物や公共施設のよさを感じたり，

働きを捉えたりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

公共物や公共施設の利用を通して，公共物や公共施設を大切にし，正し

く，安全に利用しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

図書かんを つかおう 

・図書館を利用する中で，図書館の

よさを感じ，図書館は自分たちだ

けでなく，さまざまな人が利用し

ていることに気付き，それらを大

切にし，正しく利用しようとする

ことができるようにする。 

p.60～61 

3 ①図書館などの公共施設を利用す

る際のルールやマナーについて

確認し，出かけるための準備を

する。 

②～③地域の図書館に出かけ，本

を読んだり，借りたりするなど

して，実際に図書館を利用する。

学校に戻り，図書館を利用した

ことを振り返り，気付いたこと

を記録カードに表現する。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

図書かんの ことを 聞いて みよう 

・図書館司書の人やボランティア

の人と関わる中で，図書館やそこ

で働く人のよさを捉えたり，働き

を捉えたりして，図書館を支えて

いる人がいることや，図書館に

は，みんなが気持ちよく利用でき

るためのさまざまな工夫がある

ことに気付き，図書館を大切に扱

い，利用しようとすることができ

るようにする。 

p.62～63 

2 ①図書館に行き，図書館のことを

調べたり，図書館司書の人やボ

ランティアの人，利用者などに

インタビューしたりする。 

②学校に戻って，活動を振り返っ

て話し合い，気付いたことを記

録カードに表現する。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

みんなで つかう しせつの ことを 話し合おう 

・身の回りの公共施設を利用した

経験について共有する中で，地域

の公共施設のよさを感じたり働

きを捉えたりして，自分たちの暮

らす地域にはみんなで使うもの

が多様に存在していることに気

1 ①児童館や科学館など，身の回り

の公共施設の利用経験を思い出

し，話し合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 
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付くことができるようにする。 

p.64～65 
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単元名 もっと なかよし まちたんけん 
教科書の 

ページ 
p.71～80 

配当時数 12時間 活動時期 10～11月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(3) 

従たる内容:(5)(8) 

 

単元の目標 

地域の人々と関わる活動を通して，地域で生活したり，働いたりしてい

る人と自分たちの生活との関わりを考え，自分たちの生活はさまざまな

人や場所と関わっていることや，地域の人々が地域に寄せる思いに気付

くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，地域の人々に親しみ

や愛着をもち，人々と適切に接したり，安全に生活したりしようとする

ことができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

地域の人々と関わる活動を通して，自分たちの生活は，地域のさまざま

な人や場所と関わっていることや，地域の人々が地域に寄せる思いに気

付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
地域の人々と関わる活動を通して，地域で生活したり，働いたりしてい

る人と自分たちの生活との関わりを考えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

地域の人々と関わる活動を通して，地域の人々に親しみや愛着をもち，

人々と適切に接したり，安全に生活したりしようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

たんけんの 計画を 立てよう 

・春のまち探検や夏休みに，人や場

所と関わった経験を基に，もう一

度行ってみたい場所や知りたい

ことを話し合い，行く場所を決め

て，探検の準備をし，地域の人や

場所と関わろうとすることがで

きるようにする。 

p.72～73 

2 ①絵地図を見ながら，春のまち探

検や夏休みに行った場所のこと

を振り返りながら，探検に行き

たい場所や話したい人，聞きた

いことなどを話し合い，まち探

検のグループを決める。 

②グループごとに，探検する場所

や聞きたいことを確認し，順番

や通る道，役割，持ち物，探検

のルールやマナーなど，探検の

計画を話し合い，計画表にかく。 

［態度］作品・発言・行

動観察 

もう いちど たんけんに 行こう 

・探検の計画に沿って，グループで

地域に出かけ，自分の知っている

ほかの場所と比べながら，地域の

人や場所の特徴や役割を見付け，

地域のさまざまな場所には，生活

したり働いたりしている人がい

ることに気付くことができるよ

うにする。 

p.74～75 

3 ①～②グループごとに，計画に沿

って探検に行き，地域の人と関

わったり，インタビューしたり

する。 

③活動を振り返り，まち探検で聞

いてきたことや気付いたこと

を，友達や教師に話し，記録カ

ードにかく。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

見つけた ことを しょうかいしよう 

・まち探検で関わった人や場所と，

友達が関わった人や場所を比べ

て共通点や相違点を見付け，まち

探検で分からなかったことやも

っと知りたいことにを調べよう

と，もう一度探検に行こうとする

2 ①グループごとに見付けたことを

整理して発表し合い，次の探検

への見通しをもつ。 

②グループごとに次にしたいこと

を相談し，もっと詳しく調べた

いことについて話し合い，もう

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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ことができる 

p.76～77 

一度探検に行く場所を決める。 

まちの 人に 聞きに 行こう 

・地域の人に質問して，地域のこと

を調べ，地域の人々が自分たちの

生活と関わっていることや，地域

の人々が自分たちの地域に寄せ

る思いに気付き，親しみや愛着を

もつことができるようにする。 

p.78～79 

3 ①前の探検で関わった人に，もっ

と詳しくインタビューする計画

を立て，探検の準備をする。 

②～③グループごとに，計画に沿

って探検に行き，地域の人にイ

ンタビューする。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

分かった ことを 話し合おう 

・地域で見付けたことを振り返っ

て友達と伝え合い，自分たちの地

域には，すてきな人や場所がたく

さんあることなど，地域のよさに

気付き，地域への親しみや愛着を

もつことができるようにする。 

p.80 

2 ①探検で分かったことをグループ

で話し合い，ほかのグループの

友達に伝える準備をする。 

②デジタルカメラで撮ってきた写

真を見せ合ったり，絵地図を見

ながら口頭で話したりして，地

域で分かったことを，友達と発

表し合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 
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単元名 つながる 広がる わたしの 生活 
教科書の 

ページ 
p.81～94 

配当時数 12時間 活動時期 11～12月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(3)(8) 

従たる内容:(4) 

 

単元の目標 

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，

相手のことを想像したり伝えたいことや伝え方を選んだりすることがで

き，身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに，生活上

必要な習慣や技能を身に付け，進んで触れ合い交流しようとすることが

できるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，

身近な人々と関わることのよさや楽しさに気付くとともに，生活上必要

な習慣や技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 
自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，

相手のことを想像したり，伝えたいことや伝え方を選んだりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して，

地域の人々に親しみをもち，進んで触れ合い，交流しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

つたえたいな まちの すてき 

・これまでの活動における地域の

人々との関わりについて友達と

交流し，伝える相手のことを想像

しながら，伝える相手と伝えるこ

とを選び，地域で関わった人のこ

とを，身近な人々に伝えようとす

ることができるようにする。 

p.82～83 

3 ①秋の探検で出会った人や，見付

けたことを個々に振り返り，自

分が伝えたいことを記録カード

に書く。 

②「まちのすてき」を友達と伝え

合う。 

③出会った人や見付けたことにつ

いて，もっと多くの人に伝えた

いと思うことを話し合う。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

もっと くわしく しらべよう 

・伝える相手のことを想像して，さ

らに調べたいことを決め，インタ

ビュー，手紙や電話などの多様な

手段を適切に使って詳しく調べ，

地域には自分たちの生活を支え

ている人々がいることに気付く

ことができるようにする。 

p.84～85 

3 ①伝えたいことについて考え，も

っと詳しく知りたいことをどの

ように調べればよいか話し合

う。 

②～③多様な手段を活用し，さら

に詳しく調べる。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［知技］作品・発言・行

動観察 

つたえたい ことを まとめよう 

・地域の人に伝えるための作品を

つくり，伝える相手のことを想像

しながら伝え方を選び，地域の

人々と交流しようとすることが

できるようにする。 

p.86～87 

3 ①相手意識や目的意識をもち，何

を誰にどのように伝えるのかを

考える。 

②～③ポスターやパンフレットを

つくったり，劇の練習をしたり

して，伝える準備をする。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

まちの すてきを とどけよう 

・分かったことを地域の人に伝え，

伝えたいことが相手に伝わるこ

とのよさや楽しさが分かり，地域

3 ①～②集めた情報を，地域の人に

伝えたり，発信したりする。 

③地域に伝えたことや発信したこ

［知技］作品・発言・行

動観察 
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の人や場所に，親しみや愛着をも

ち，憧れをもって関わろうとする

ことができるようにする。 

p.88 

とに対しての，地域の人の反応

を共有し，活動を振り返る。 

まちの 人を しょうたいしよう 

・自分の作品を使って，分かったこ

とを身近な人々に伝えたり，身近

な人々から感想を聞いたりして，

身近な人々と自分たちの暮らす

地域のことを伝え合うことの楽

しさが分かり，地域の人々に親し

みをもち，進んで交流することが

できるようにする。 

p.89 

外 ・学校に招待するための手紙やポ

スターをつくり，身近な人々を

招待する準備をしたり，発表会

の練習をしたりする。 

・保護者や地域の人など，身近な

人々を招待し，表現作品を使っ

て，自分の心に残った地域の出

来事を発表する。招待した人か

らの感想を聞くなどして，今ま

での活動を振り返る。 

［態度］作品・発言・行

動観察 
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単元名 あしたへ ジャンプ 
教科書の 

ページ 
p.95～106 

配当時数 27時間 活動時期 1～3月 
学習指導要

領の内容 

主たる内容:(9) 

従たる内容:(2)(3)(8) 

 

単元の目標 

自分の生活や成長を振り返る活動を通して，自分のことや支えてくれた

人々について考え，自分でできるようになったことや，役割が増えたこ

となどに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付け，支えて

くれた人々に感謝の気持ちをもち，これからの学習や生活への願いをも

って意欲的に生活しようとすることができるようにする。 

単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

自分の生活や成長を振り返る活動を通して，自分でできるようになった

ことや役割が増えたことに気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を

身に付けている。 

思考・判断・表現 
自分の生活や成長を振り返る活動を通して，自分のことや自分の成長を

支えてくれた人々について考えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

自分の生活や成長を振り返る活動を通して，自分の成長を支えてくれた

人々に感謝の気持ちをもち，これからの学習や生活への願いをもって意

欲的に生活しようとしている。 

 

目標 時数 学習活動 評価の観点と方法 

大きく なった 自分の ことを ふりかえろう 

・これまでの表現作品などを手が

かりにして，2年間の学習や生活

を振り返り，自分のことについて

考え，自分ができるようになった

ことなどに気付くことができる

ようにする。 

p.96～97 

3 ①写真やビデオ，記録カード，作

品などの手がかりを基に，入学

してからの出来事について，み

んなで話し合う。 

②自分のつくった表現作品などを

見直して，自分ができるように

なったことを見付ける。 

③自分たちができるようになった

ことなどを，友達と伝え合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

大きく なった 自分の ことを しらべよう 

・友達や家の人などの身近な人々

に，自分のことをインタビューし

て自分の成長についてさらに調

べ，過去の自分と現在の自分を比

べて自分の成長を見付け，自分や

友達の優しい気持ちや内面的な

成長に気付くことができるよう

にする。 

p.98～99 

6 ①～②友達との関わりを振り返

り，互いのすてきなところを見

付け，カードにかいて渡し合う。 

③～⑤お世話になった人や家の人

などに，自分の成長についてイ

ンタビューする。 

⑥もらったカードやインタビュー

などを手がかりにして，過去の

自分と比較して，自分の成長に

ついて話し合う。 

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

自分の ことを まとめよう 

・役割が増えたことや，できるよう

になったことと，自分が頑張って

取り組んできたことを関連付け

て自分の成長を見付け，自分がさ

まざまなことに取り組みながら

成長してきたことに気付くこと

ができるようにする。 

9 ①調べたことの中から，どんな出

来事をどんな方法でまとめるの

かを決める。 

②～⑦資料や材料を集め，方法を

工夫しながら，自分の成長をま

とめる。 

⑧～⑨つくった作品を友達と見せ

［知技］作品・発言・行

動観察 

［思判表］作品・発言・

行動観察 
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p.100～101 合い，大きくなった自分たちの

ことや支えてくれた人のことに

ついて話し合う。 

ありがとうの 気もちを つたえよう 

・これまでの自分の成長と，身近な

人々の存在を関連付け，支えてく

れた人々の存在を見付け，これま

での生活や成長を支えてくれた

人々に感謝の気持ちをもち，成長

への願いをもって，３年生へ向か

おうとすることができるように

する。 

p.102～103 

9 ①～②招待したい人を決め，発表

することや方法を考えるなど，

発表会の計画を立てる。 

③～⑤発表の方法を工夫し，準備

や練習をしたり，招待状を出し

たりする。 

⑥～⑧感謝の気持ちを伝えるため

の発表会を開く。 

⑨発表会を振り返り，今後の学習

や生活への意欲を話し合う。 

［思判表］作品・発言・

行動観察 

［態度］作品・発言・行

動観察 

 

 


